










The argument about the Villa Tugendhat designed by Ludwig Mies van der Rohe.  




 This paper consists of two parts, i.e. the translation of the argument about the Villa Tugendhat, appeared in the 
German architectural magazine, Die Form, and its annotated bibliography.  This villa was designed by the 
German Architect, Ludiwig Mies van der Rohe, and built in Brno in Czechoslovakia in 1929-30.  After the 
completion of the villa, the articles on this architecture were appeared in Die Form from September to November 
1931, and they showed two different points of view about Mies’s architecture.  Walter Ritzler, the editor of this 
magazine, appreciated the design of Mies van der Rohe in his article, on the other hand the critic Justus Bier 
questioned whether it is possible to live in this villa.  After this polemic Grete and Fritz Tugendhat, owners of the 
villa, answered to Bier's question in the subsequent issue and praised Mies’s architecture.   
  The following annotated bibliography deals with the characteristics of the Villa Tugedhat, the outline and 



































































































入れ 4)、修正されていく。翌 1929 年 4 月に代案が出され、
それがさらに修正されて、実施に向かった。建設は 1929







るため、主な居住空間は上側の 2 層となる。以下、その 2
層を上階（図 1）と主階（下階）（図 2）と呼び、機械室な
どからなる一番下の階を地下階と呼ぶこととする。 















































室を含めて約 280 ㎡の床面積があった 6)。 
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誌面となっていた。1929 年から 1934 年には「造形的な仕




















































































































































































































































化の中に置かれる。1939 年 3 月 15 日にナチス・ドイツが
ブルノに侵攻し、同年 10 月 4 日にはドイツの秘密警察ゲ
シュタポによってトゥーゲントハット邸は接収された。






なされたという。1944 年 11 月 24 日の空襲ではガラスが割




に置かれる。1950 年 10 月 30 日、かつての所有者の同意
がないままに、所有権がチェコスロヴァキアへと移され、
国の療養体操施設として登記された。トゥーゲントハット



































6 東京工芸大学工学部紀要 Vol. 36 No.2（2013） 
 
6
望を伝えた。一連の活動が奏功し、1993 年 9 月、トゥー
ゲントハット邸の文化施設としての使用と復元の実施が

























2015 年 3 月、筆者はトゥーゲントハット邸を訪問した。







































































（Daniela Hammer-Tugendhat, Ivo Hammer, Wolf Tegethoff, 
Haus Tugendhat. Ludwig Mies van der Rohe, Basel, 2015（以
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“Leben im Haus Tugendhat”, pp.24-55 / Wolf Tegethoff, “Die 
“Villa” Tugendhat: Ein Wohnhaus der Moderne im 
Spannungsfeld seiner Zeit”, pp.90-139 / Ivo Hammer, 
“Surface is Interface. Geschichte des Hauses Tugendhat 
1938-1997”, pp.140-161 / Id., “Materiality. Geschichte des 
Hauses Tugendhat 1997-2012. Untersuchungen und 
Restaurierung”, pp.162-223．また 1 章冒頭のミースに関す
る基本情報は、主として James Stevens Curl, Oxford 
Dictionary of Architecture and Landscape Architecture, 
Oxford, 2006 の項目解説に従った。なお、本稿での『フォ
ルム』誌（1931 年 9〜11 号）の論考・記事の訳出に際し
ては、東京工業大学付属図書館およびドイツのハイデル
ベルク大学デジタルアーカイブ所蔵の史料を使用した。 
2) ミースが芸術商ペルルスのために 1911 年に建設し、当時
美術史家エデュアルト・フックスの所有になっていた邸
宅をグレーテは見ていたという（Tugendhat(2015), p.28）。 








をミースは受け入れたという（Ibid., pp.20-21, 113）。 
5) Ibid., p.22 
6) Ibid., p.127 
7) 『フォルム』誌については次のホームページを参照した。
http://www.deutscherwerkbund-nw.de/index.php?id=316 
8) Die Form, 1931, pp.393-394 
9) “Zweckhaftigkeit und geisitige Haltung. Eine Diskussion 
zwischen Roger Ginsburger und Walter Riezler, in; Die Form, 
1931, pp.431-437 





論文集(No.696)、2014 年 2 月、pp.525-533 および「フラン
クフルトにおけるエルンスト・マイの住居形式の展開と
最小住居への取り組み」日本建築学会計画系論文集
(No.700)、2014 年 6 月、pp.1423-1431 など。 
12) ファーンズワース邸と施主については、シュルツ前掲書
（注 1）pp.273-281 に詳しい。 
13) トゥーゲントハット邸の変遷については、主に注 1 に挙
げた Ivo Hammer による 2 つの論文を参照している。 
14) Tugendhat(2015), p.98 
15) Ibid., p.144 
16) Ibid., p.172 
17) Ibid., p.21 




















（Walter Riezler, ‘Das Haus Tugendhat in Brün’, in ; Die 


























































































図 1（左上） トゥーゲントハット邸 上階平面図 
図 2（上）  トゥーゲントハット邸 主階平面図 
 （方位は記載されていないが、図の左上が北となる） 
図 3（左）  トゥーゲントハット邸 断面図 
       （図 1〜3 出典：Die Form, 1931, p.322） 
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9
図 4 トゥーゲントハット邸．庭側の眺め．道路からの入口 
   は上階にある（出典：Die Form, 1931, p.323） 





〔Fenestra-Fenster〕を使用．（出典：Die Form, 1931, p.323） 
 
図 6 道路側の入口．主階は道路より低い位置に、庭に面するかた




  （出典：Die Form, 1931, p.325） 
図 8 乳白色のガラスで覆われた階段室と玄関の外観 
  （出典：Die Form, 1931, p.325） 
図 9 階段室の内部．内装材として 
   トラヴァーチンを使用 
  （出典：Die Form, 1931, p.326） 
 
図 10 子供のための上階のテラス 
  （出典：Die Form, 1931, p.327） 
 
図 11 玄関前からテラス方向の眺め．左は寝室、右は車庫 
   （出典：Die Form, 1931, p.327） 










図 12 主階の居間．温室方向への眺め（出典：Die Form, 1931, p.328） 
 
図 14 主階．温室方向への眺め．中央が黄金色のオニキス製の壁 
   （出典：Die Form, 1931, p.330） 
 
図 15 木製の壁で区切られた食事室のスペース 
   （出典：Die Form, 1931, p.330） 
 
 図 16 書き物机の置かれた書斎のスペース 
   （出典：Die Form, 1931, p.331） 
 
図 17 書斎スペースからオニキス壁を見る 
   （出典：Die Form, 1931, p.331） 
  図 18 主階の東側に配置された温室 
    （出典：Die Form, 1931, p.332） 
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（‘Kann man im Haus Tugendhat wohnen?’, in ; Die 




































































































































（“Die Bewohner des Hauses Tugendhat geäußern sich”, 




























































































































































































本研究は、JSPS 科研費 15K06408 基盤研究(C)「ヴァ
イマール期ジードルンクを糸口としたモダニズム住宅の
国際性と地域性に関する研究」（研究代表者：海老澤模奈
人）の成果の一部です。 
